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常願寺川上流（桑谷
くわたに

合流点上流）において 

土砂
ど し ゃ

崩落
ほうらく

発生（第４報） 
 
 

１. 土砂崩落の概要  

平成１９年１１月１７日１１時頃、常願寺川の桑谷合流点上流において、土砂

崩落の発生を確認しました。この崩落土砂による下流への被害も考えられるた

め、立山砂防事務所では注意体制を発令し、地上及びヘリコプターによる上空か

らの調査を実施しました。２台のカメラにより監視を継続しており、２０日１４

時現在、新たな崩落は確認されていません。なお、この崩落による被害は発生し

ていません。 

 

 

２. 土砂崩落の状況 

崩落箇所は立山町千寿ヶ原より、約６ｋｍ上流の常願寺川右岸、立山町芦峅寺

地先の桑谷周辺斜面が崩壊し、河道の一部に堆積しました（別紙のとおり）。 

・ 発生日時   不明 

・ 推定崩壊土量 約１０，０００m3（川幅の３分の２程度に堆積） 

底辺約１００ｍ×高さ約１００ｍ／２×平均深さ約２ｍ       

・ 現時点（平成１９年１１月２０日１４時現在）において河道は閉塞されて

おらず流路は確保されています。 

 

３. 現在の対応状況 

１）事務所の体制 

    １７日１２時１６分 注意体制発令 

    ２０日１４時現在  注意体制継続中 

 

  ２）監視体制 

今後降雨等により流量が増加した場合、あるいは崩壊が拡大し河道を閉塞

した場合、下流に一気に土砂が流下する恐れが考えられるため、１７日１７

時から下流２．５ｋｍ地点の空谷砂防えん堤に設置されているカメラに照明

設備を設置し、流水状況の監視を開始しました。 

また、１８日１１時に現地にてカメラ（1 台）を設置し崩壊箇所の監視を

開始しました。１９日１５時２０分に近赤外線カメラに交換し、夜間監視が



可能となりました。 

異常が確認された場合には、関係各機関にただちに連絡することとしてい

ます。 

 

４. 現地調査結果 

   １９日１０時から１２時にかけて民間地質調査会社により目視による現地調

査を実施しました。また、測量会社により現地の詳細測量を実施しました。測

量については現在ある程度整理が完了しました。 

   現地調査による所見は以下のとおりです。 

 

１）地質現地調査の成果 

○崩壊原因 

  ・崩壊部には岩盤が露出し、両サイドは沢地形を呈している。 

  ・下部の岩盤部が降雨又は凍結融解等により崩落して上部の土砂が引き続いて崩

壊したと推測される。 

・地すべり的に崩壊したものではない。 

○今後の崩壊の危険性 

  ・上部に残っている土砂（向かって左側上部の尾根状に残っている部分、右側の

木の根が残っている部分、斜面上に残っている小規模な岩塊）「写真：  部」

が、今後崩落する危険性が高い。 

・崩壊上部の斜面については調査を実施していないので崩壊拡大の危険性につい

てはわからない。 

・下部の土砂を撤去しても大規模な崩壊が起きる可能性は少ないと思われる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           今後崩壊する危険が高い箇所 

 



２）測量調査の成果 

○河道に堆積した土砂の量 

   河道に堆積した土砂の量については、平成１８年に測量したデータをもとに

今回測量したデータの差分を計算したところ９，６００m3 であることが分かり

ました。崩壊前後の立体図は以下に示します。なお、鮮明な図面については事

務所ホームページをご覧下さい。 

 

５. 今後の対応 

立山砂防事務所では、19 日の地質調査結果及び測量の結果を踏まえて、今後

の応急対策について検討した結果、別紙位置図の箇所で 2 つの応急対策を実施

します。 

 
 

●応急対策工（その１） 

［津之浦砂防堰堤スリット部の土砂調節機能の強化］ 

津之浦砂防堰堤のスリット部に仮設スクリーンを設置し、今後の異常流出土

砂対策として土砂補足機能を確保向上させる。（H-300Ｈ形鋼による土砂流下

防止柵：総鋼材量 約 13ｔ 4m×9 本、12m×9 本） 

（作業期間：20 日から 23 日までの 4 日間で製作・設置完了予定） 

 

崩落前の現地の状況 崩落後の現地の状況 

下流から上流を見た図 

崩壊した箇所 

堆積した箇所 



 

●応急対策工（その２） 

［空谷砂防堰堤の堆砂容量の確保］ 

上記対策が完了するまで工事中の安全確保と土石流出に対する段階的な安全

度向上のために、空谷砂防堰堤の空容量を確保する土砂掘削を実施します。

（作業期間：20 日から実施、日掘削量 200m3～300m3） 

・使用機械 ショベル系掘削機 1.2m3 級 2 台、0.7m3 級 1 台 

     

応急対策の現地取材を希望される方は２１日１５時までに下記へご連絡くだ

さい。実施は天候等にもよりますが、２２日の午前中に行う予定にしています。 

立山砂防事務所 ℡０７６－４８２―１１１１（代表） 

             

           （担当：調査課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 問い合わせ先 

   北陸地方整備局 立山砂防事務所 

   調査課長  福田 光生 

     TEL (076)482-1111(内線 351) 

     FAX (076)481-1426 

５．今後の対応については下記 

   工務課長  泉 惣治 

     TEL (076)482-1111(内線 311) 



                                                        別 紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

崩壊箇所 

空谷カメラによる監視 桑谷簡易カメラによる監視 桑谷簡易カメラ設置状況 

応急対策工（その２）応急対策工（その１） 

千寿ヶ原 

崩壊発生箇所 

常願寺川 

写真－１ 崩落土砂の堆積状況 写真－２ 崩落土砂の堆積状況 

土砂崩落発生箇所位置図 

 

平成 19 年 11 月 17 日撮影 平成 19 年 11 月 17 日撮影 

監視状況 



応急対策工その１［津之浦砂防堰堤スリット部の土砂調節機能の強化］ 

 

 
応急対策工（その２）［空谷砂防堰堤の堆砂容量の確保］ 

常願寺川

空谷砂防堰堤

空容量確保対策工（空谷砂防堰堤）

掘削範囲

 



 
 
 
 
 
 
 

 

写真 １ 崩落箇所の状況
写真－２ 崩壊地の地上写真 

 


